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県人口 (8.6.1現在)/1，123，616人

男/541.504人女/582.112人

世帯数/340，567世帯

しあわせに生きる
富山県の創造



(2) あいの風だより県民広報紙あいの風 だより県民広報紙(3) 

これまでの5年間~前期事業計画の成果をたどる~これからの5年間~後期事業計画への取り組み~
若い力と、

女性のみすみすしい感性に期待しました。
総合教育センタ一、総合情報センタ一、情報工房

の竣工(4年5月)

こどもみらい館の開館(4年7月)

・国際青年の村'92の開催(4年7月)

県立大学大学院工学研究科(修士課程)の開設

(6年4月)

全国高等学校総合体育大会の開催(6年7月，7年2月)

・200X年 県民が燃えるプログラム事業への

支援開始(7年3月)

みんなが健康で

安心して生活できる社会をめざしました。

....M R I室

‘海王丸パーク

...県立中央病院

だれもが自分流の豊かな人生を楽しめる
環境づくりに取り組みました。

-赤十字血液センターの竣工(4年6月)
ナースセンターの問所(4年11月)

・高齢者保健福祉計画の策定(6年3月)

・県立中央病院の全而改築(7年5月)

・福祉カレッジの開設(7年10月)

ホームヘルパーの目標(常勤換算)

778人
(12年度)

376人
(現況)

600 

400 

200 
司. . 
ー. 

.
 福
祉

-
福
祉
に
関
す
る
総
合
的
な

条
例
を
制
定
す
る
と
と
も

に
、
多
様
化
す
る
県
民
の

健
尿
福
祉
ニ

l
ズ
に
刈
応

す
る
た
め
総
合
福
祉
会
館

(
仮
称
)
を
整
仙
し
、健
康
・

福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
0

・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
や、

新
た
に
策
定
す
る
障
害
者

計
両
、
児
童
育
成
計
画
に

基
づ
き
、

在
宅
福
祉
、
施

設
福
祉
の
施
策
を
さ
ら
に

積
概
的
に
進
め
ま
す
。
ま

た、

宅
閏
身
体
障
吉
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま

す
(
平
成
ロ
年
度
)
。

-
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー

(
仮
称
)
の
設
置
に
対
し

て
助
成
す
る
ほ
か
、
特
別

保
育
の
拡
充
を
は
じ
め
と

す
る
保
育
対
策
を
充
実
し

ま
す
。

特別養護老人ホームの定員目標

3，030人
(12年度)2，245人

(現況)

Z，poo人

1.000人

3.000人

。

企立山博物館野外施設 「まんだら遊苑j

立山博物館の開館(3年11月)

海 I~丸パークの開園 (4年7月)

まなびピアとやま'94の開催(6年10月)

新川文化ホーノレの開館(6年11月)

圏内、国外へと交流の輸を広げ、

多くの出会いを大切にしました。

名占犀使、札幌使、福岡便の就航

(3年4月，3年6月，6年11月)

オレゴン州との友好県州締結(3年10月)

第 l 同ジャパンエキスポ富山'92の開催(4年7月 ~9月 )

ソウル使、ウラジオストク便の就航(5年4月，6年7月)

宇奈月国際会館セレネの竣工(5年8月)

北陸新幹線糸魚川 -魚津聞の本格者工(5年10月)

新幹線富山駅の整備着手(7年5月)

恵まれた自然を守り、安全で快適な花と

緑がいっぱいのまちづくりを進めました。

人それぞれが能力を生かし、

いきいきと働ける産業を育ててきました。

技能五輪とやま大会の開催(6年11月)

水産試験場 ・深出水利用研究施設の完成(7年3月)

チューリップ遺伝資源センターの竣工(7年4月)

・マルチメディア情報センターの運営開始(7年6月)

-県西部地点拠点都市地域指定(5年4月)

境川ダムの竣工(5年10月)

警察本部庁舎の竣工(6年5月)

「五箇山の合掌造り集落J世界遺産に登録

(7年12月)

・中央植物園の開園(8年4月)

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
実
現
し
、

創
造
性
に
富
み
心
豊
か
な
人
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

-
健
康
.

学
校
教
育

-
総
合
学
科

・
普
通
科
コ

l
ス
の
導
入
や
学

科
改
編
等
の
高
校
教
育
改
革
を
推
進
し
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

-
社
会
問
題
化
し
て
い
る
い
じ
め
問
題
等

に

対
泌
す
る
た
め
、

教
員
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

長
成
な
ど
に
積
栂
的
に
取
り
組
み
ま
す
0

・
県
立
大
学
大
学
院
に
博
士
謀
特
等
を
設
置

し
、
科
学
技
術
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
に

充
実
し
ま
す
。

-
県
民
の
健
康
づ
く
り
の
中
核
拠
点
、
伝
統

医
学
に
関
す
る
同
際
的
基
地
と
し
て
、
健

康
づ
く
り
を
「
学
習
」

「
実
践
」

「
調
査
研

究
」
す
る
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
(
仮
称
)
を
整

備
し
ま
す
。

-
総
合
的
な
母
子
保
健
対
策
の
推
進
を
阿
る

た
め
、

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
県
民
誰
も
が
身
近
な
と
こ
ろ

で
両
度
な
救
急
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
ぺ
次
区
療
問
旬
に
地
域
救
命
セ

ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
す
。

-
各
種
疾
病
予
防
プ
ラ
ン
の
推
進
に
努
め
る

ほ
か
、
県
民
の
ス
ト
レ
ス
対
策
や
心
の
健

康
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
こ
こ
ろ
の
健
康

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

国際健康プラザ(仮称)イメージ図

コンビュータ教室におけるパソコン設置台数目標

(県立普通科単独高校)

生徒2人に1台から 1人に1台

生
涯
学
習

-
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン

(仮
称
)
を
策
定
し、

県
民

一
人
ひ
と
り
の
学
宵
意
欲
に
応
え
る

こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

企マルチメディア情報センター...総合情報センター



(4) あいの風だより県民 広報紙あいの風だより県民広報紙(5) 

水

-
新
川
広
域
圏
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る

水
を
テ

I
マ
と
す
る
文
化
施
設
構
想
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
全
国
水
の
郷
サ
ミ
ッ

ト
な
ど
、

本
県
が
世
界
に
誇
る
水
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

-
富
山
湾
の
深
層
水
を
利
用
し
た
サ
ク
ラ
マ

ス
等
の
培
養
技
術
の
開
発
や
医
薬
品
原
料

等
の
生
産
な
ど
、
そ
の
研
究
を
進
め
ま
す
0

・
日
本
一
の

V
字
峡
と
い
わ
れ
る
黒
部
峡
谷

の
利
用
の
促
進
と
流
域
の
発
展
に
つ
い
て
、

自
然
保
護
の
観
点
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

平村相倉集落

文
化

ス
ポ
ー
ツ
・

-
文
化
の
振
興
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
、

文
化
の
香
り
高
い
ふ
る
さ
と
富
山
の
し
実
現

に
努
め
ま
す
。

-
第

日
回
国
民
文
化
祭
と
や
ま
鉛
を
開
催
し
、

ふ
る
さ
と
に
息
づ
く
文
化
の
花
を
大
き
く

咲
か
せ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た

成
果
を
国
内
外
へ
発
信
し
ま
す
。

-
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

「
五
箇
山
の
合

掌
造
り
集
落
」
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、

登
録
を
契
機
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
振

興
策
に
取
り
組
み
ま
す。

-
水
墨
画
な
ど
日
本
文
化
特
有
の
美
を
中
心

と
し
て
展
示
す
る
新
し
い
美
術
館
を
整
備

し
ま
す
。-緑.

-
立
山

一
帯
の
自
然
の
保
全
や
復
元
、

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
ふ
れ
あ
い

を
促
進
す
る
た
め
緑
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

新
し
い
立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

を
整
備
し
ま
す
。

-
第
日
回
全
国
都
市
緑
化
と
や
ま
フ

ェ
ア
や
第
羽
田
自
然
公
園
大
会

(平
成
凶
年
度
)
を
開
催
し
ま
す
0

・
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
(
仮

称
)
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
あ

わ
せ
て
立
山
カ
ル
デ
ラ
地
域
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

道路緑化延長目標

防
災

-
災
害
に
強
く
、
安
全
な
環
境
を

つ
く
り
あ
げ
る
た
め
、
地
震
防

災
緊
急
事
業
五
箇
年
計
画
を
策

定
し
、
県
民
の
生
命
と
安
全
を

守
り
ま
す
。

-
庁
舎
、
学
校
等
の
耐
震
対
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
大
規
模
災

害
時
の
救
援
活
動
拠
点
と
な
る

広
域
的
な
防
災
拠
点
施
設
等
を

整
備
し
ま
す
。

若
者
と
女
性

-
若
者
の
交
流
と
定
着

を
図
る
た
め
、
若
者

に
魅
力
あ
る
職
場
の

確
保
や
多
彩
な
高
等

教
育
機
関
の
整
備
、

賑
わ
い
あ
る
遊
び
の

場
な
ど
の
都
市
機
能

の
充
実
を
進
め
ま
す
0

・
と
や
ま
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
(
仮
称
)
を
建
設

し
、
み
の
り
豊
か
な

男
女
協
同
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

-
2
0
0
0年
と

や
ま
国
体
を
、

幻
世
紀
に
お
け

る
国
体
の
モ
デ

ル
と
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
、
県

民
総
参
画

・
参

加
の

「富
山
ら

し
さ
」
を
発
揮

し
た
感
動
あ
ふ

れ
る
大
会
と
し

て
開
催
し
ま
す

(平
成
ロ
年
度
)。

住
み
よ
い
快
適
な
環
境
を
つ
く
り
上
げ
、

美
し
い
郷
土
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

143.3km (現況)

都市公園面積目標

1 ，166ha (現況)

う
る
お
い
あ
る
生
活
環
境

-
全
県
あ
た
か
も
公
園
の
よ
う
な

県
土
守
つ
く
り
を
め
ざ
す
全
県
域

公
園
化
推
進
プ
ラ
ン
を
さ
ら
に

進
め
、
各
種
公
園
の
体
系
的
整

備
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

-
神
通
川
左
岸
流
域
下
水
道
や
小

矢
部
川
流
域
下
水
道
の
建
設
、

公
共
下
水
道
や
農
村
下
水
道
の

整
備、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普

及
を
図
る
な
ど
、
全
県
域
下
水

道
化
を
促
進
し
ま
す
。

広
域
交
通
体
系

立山カルデラ砂防博物館 (仮称)イメージ図

-
日
本
海
国
士
軸
、
日
本
中
央
横
断
軸
の
形

成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
北
陸
新
幹
線

の
早
期
建
設
と
新
幹
線
富
山
駅
の
整
備
を

促
進
し
ま
す
。

-
東
海
北
陸
自
動
車
道
、
能
越
自
動
車
道
な

ど
の
高
速
道
路
網
を
整
備
し
ま
す
。

-
関
西
国
際
空
港
使
、
那
覇
便
、
大
迫
便
な

ど
新
た
な
国
内
線
・
圏
外
線
ル

I
卜
の
開

設
や
、
凶
館
便
、
仙
台
使
、
広
島
便
な
ど

の
コ
ミ

ュ
l
タ
航
空
の
導
入
を
促
進
し
ま

す
。

-
間
際
競
争
に
対
抗
で
き
る
よ
う
、
伏
木
富

山
港
の
整
備
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、

海
の
新
幹
線
、
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ

ー
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

とやま女性総合センター(仮称)イメージ図

高速道路等の延長目標
国
際
交
流
・
国
際
協
力

-
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
メ
リ
カ
、

の
友
好
提
携
先
と
の
交
流
・
協
力
を
さ
ら

に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
研
修
員
の
受
入
れ

等
人
材
育
成
を
中
心
に
同
際
協
力
を
積
極

的
に
進
め
ま
す
。

-
環
日
本
海
交
流
の
拠
点
と
し
て
、

H
本
海

ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
を
進
め
、
日
本
海
や

日
本
海
沿
岸
各
地
の
自
然
や
文
化
が
学
べ

る
日
本
海
博
物
館
(仮
称
)
を
整
備
し
ま
す
0

・
環
日
本
海
地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
に
関

す
る
国
際
協
力
を
進
め
る
環
日
本
海
環
境

協
力
拠
点
組
織
を
整
備
し
ま
す
。

ロ
シ
ア

A小矢部砺波ジヤンクション



(6) あ い の風だ よ り県民 広 報 紙

らいちょうバレーグリーンシーズンイベント

かぶと虫を捕って
相撲を取らせよう

立山山麓家族旅行村の一

角に放したかぶと虫を捕ま

え、相撲をと らせる楽しい

イベント。(捕まえたかぶと

虫は持ち帰りOK)
なお、当11はゴンドラリフト
が半額となります。

日 時 8月4IJ (口)午前10時30分と午後
l時30分の2回に分けて実施。
らいちょうバレースキー場管賄事務所前

相撲参加は100円(景品 -参加賞あり)
立山山麓イベン ト実行委員会

宮 0764-81-1900

集合場所

参加料

問合せ

あいの 風 だより

.F・Q.R・M・A.T.I.Q・N

参加料

問合せ

、1

付
加
価
値
の
高
い
、
新
し
い
時
代
を

リ
ー
ド
す
る
力
強
い
産
業
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

フ
ィ
ス
パ
ー
ク
を
整
備
し
ま
す
。

-
幅
広
い
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
支

援
拠
点
と
な

る
と
や
ま
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
(仮
称
)
を

整
備
し
ま
す
。

-
頭
脳
集
約
型
出
業
な
ど
打
者
に
魅
力
あ
る

職
場
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
創
造

的
な
中
小
企
業
に
対
す
る
投
資
環
境
を
活

性
化
し
ま
す
。

-
ぃ
盛
業
、
文
化
な
ど
地
域
情
報
の
新
た
な
発

信
交
流
拠
以
と
な
る
新
し
い
産
業
展
示
館

の
建
設
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

高岡オフィスパークイメ ージ

中央植物園催事 和紙を作ってみよう

寓山の特産品、 半村の和紙を自分の手で作

ってみませんか。

円時 8月23卜1(金)'" 25 LI (11) 
午前11時~午後3時
富山県中央植物園(婦中町上轡1-1142)
600円(人園料)
同植物陸1

n0764-66-4187 

場 所

参加料

問合せ

言重 1 、っlま乙の努，:、 Jパントカミ¥-l'"'ノ
楽しいq

県立大学ダ・ヴインチ祭

県内工業高校等によるロボットフェステイ

パル、 ペッ トボトルロケッ ト競技会のほか、

子どもたちが来しめる科学実験の実演が盛り

だくさん。

|二1 1昨 8月3日(二|二)

午前10時~午後8時
南山県立大学(小杉町黒河5180)
同大学教務課

n0766-56-7500Wj 

小学生以上300円
幼児100円
同ランド管理事務rJ(1
n0766-56-6116 

県民広報紙

場所

問台せ

帆船海王丸イルミネーションと
夜間一般公開

海二七丸がイルミネーションによって美しく

浮かび上がります。また、夏休み期間は、公

開時間を午後9時まで延長します。
イルミネーション予定日

-夏休み期間(7月20日'"'-'8月31日)
-年末年始 (12月21日'"'-'1月3日)
※上記のほか、祝祭円および毎週上曜日

問合せ 樹)llVt船海玉丸記念財団
宮0766-82-5181

fAlを干づかみする楽しさを昧わってみませ
んか。

IJ 時
場所

(7) 

魚つかみどり大会

7片2811(U)午後3時
県民公園太閤山ランド

~OO，OOO千円 (12 度)
ベンチャー支援事業投資額目標

-
農
林
水
産
業

-
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
カ
ノ
コ
ユ
リ
、
な
し
、

り
ん

ご
な
ど
富
山
県
ら
し
い
園
芸
特
産
物

の
生
産
や
、
美
味
し
い
富
山
米
を
は
じ
め

と
す
る
農
産
物
の
流
通
販
売
対
策
を
強
め

ま
す
。

-
日
本
型
食
文
化
の
定
着
と
新
た
な
食
文
化

の
創
造
に
向
け
、
明
日

へ
の
食
生
活
の
提

案
を
行
う
全
国
食
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
を
開

催
し
ま

す

(
平
成
凶
年
度
)。

-
中
山
間
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
の
プ

ラ

ン
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
農
業
生
産
基

、
盤
、
農
林
業
施
設
、
生
活
環
境
基
盤
の
一

白
体
的
な
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

-
訂
抑
紀
に
向
け
た
畜
産
技
術
開
発
の
拠
点
、

畜
産
の
総
合
的
な
技
術
セ
ン
タ
ー
と
し
て、

畜
産
試
験
場
を
移
転
整
備
し
ま
す
。

-
漁
業
と
共
存
し
た
海
洋
性
レ
ク
リ

エ
l
シ

ヨ
ン

の
振
興
と
自
然
景
観
の
保
全
、

午
前

環
境
の
整
備
を
図
る
マ
リ
ノ
べ

l
シ
ヨ
ン

構
想
を
進
め
ま
す
。

園芸作物の作付面積目標

今や秘境の代名前jともなっている黒部l峡谷。立

山連邦と後立山連邦を分ける日本一深いV字11戊谷

である。

黒部峡谷探勝の心臓部ともいえるのが「下の廊
けやき

下」と呼ばれる ところ。通常、樺平から上流、黒

部ダム付近までをいい、こ こには rs字"吹J11-字
11民Jr白竜11庚jといった名だたる“名11使"が横たわる。
「下の廊下Jの中央部に位置し、類稀なる姿を

見せているのが「十字峡J。黒部川本流と二つの支

流が十字に交わろていることからその名が付いた。
/ つるぎざわ

キ岸からは!J17;を源とする剣沢が豪壮な急流とな

って落下O 右岸からは鹿島槍ケ日を源とする
Ifう ニ やさわi

棒小屋沢カt躍り込む。そこには、黒部川本流とと

もにくっきりとした卜字が形づくられている。峡
か ニうがん

谷の岩々は、花尚岩が1t~*に悦んだような節理を

示しており、行j氏の色調は明るい。躍動する璃璃

色の水は、高らかに自然のシンブオニーを響きわ

たらせる。

二つの支流によって水勢を得た黒部川が悠々と

して峡谷を流れ下っていく様は、峡谷美の柑み。

登山者たちは誰もがその大自然の威平等に息を飲む。

_/  

_------〆

一 、

総 1
会
Q 
峡
一主主
三宅

峡字十

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等

-
尚
業
施
ぷ
と
多
日
的
ホ

l
ル
や
展
示
場
な

ど
の
両
業
基
盤
施
設
の

-
体
的
な
整
備
を

支
媛
し
、
魅
力
あ
る
商
山
街
や
商
業
集
積

の
形
成
を
進
め
ま
す
。

・自で
き
防
舗
の
有
効
活
用
策
を
探
る
な
ど
、

深
刻
化
し
て
い
る
尚
庖
街
の
空
洞
化
対
策

を
進
め
ま
す
。

-
山
の
ル

l
ト
、
川
の
ル

l
ト
な
ど
白
山
県
な

ら
で
は
の
広
域
観
光
ル

l
ト
を
設
定
し
、

広
域
的
か

つ
滞
在
型
観
先
の
振
興
を
岡
り

ま
す
。

-
勤
労
者
に
職
業
情
報
及
び
文
化
、
研
修
、

ス
ポ
ー
ツ
等
の
情
動
の
場
を
提
供
す
る
富

山
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(B
型
)
を

整
備
し
ま
す
。

ふフ芸、
よ
ネ

じんだ和え富
山
県
は
真
宗
五
固
と
も
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
常

生
活
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
浄
上
真
宗
の
影
響
が
見
ら

れ
ま
す
。
そ
ん
な
上
地
柄
に
あ
っ
て
、
年

一
度
秋
か
ら

年
末
に
か
け
て
報
思
諦
と
い
う
仏
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
際
に
出
さ
れ
る
料
理
が
報
恩
講
料
理
と
呼
ば
れ
、

，
じ
ん
だ
和
え
'
も
そ
の

一
つ
。

，
じ
ん
だ
d

と
は
、
大
豆
を
き
っ
と
ゆ
で
て
す
り
つ

ぶ
し
た
も
の
。
本
来
は
糠
味
噌
の
こ
と
を
指
し
ま
す
が
、

閉
じ
味
噌
の
材
料
で
あ
る
煮
豆
を
す
り
つ
ぶ
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
転
用
さ
れ
ま
し
た
。
，
じ
ん
だ
和
え
'

は
、
な
す
や
人
参
、
わ
ら
び
な
ど
に
じ
ん
だ
を
和
え
て

つ
く
る
郷
土
料
理
で
す
。

-

作

り

方

①

な
す
を
焼
き
、
皮
を
む
い
て
切
っ
て
お
く
。

②

人
参
は
一
知
情
切
り
に
し
、
(
ア
)
の
調
味
料
で
柔
ら
か

く
な
る
ま
で
煮
込
み
‘
ポ
汁
を
き
っ
て
冷
ま
し
て
お
く
。

①

校
一旦
を
ゆ
で
、
さ
や
か
ら
出
し
て
す
り
つ
ぶ
し
、
(
イ
)

の
調
味
料
を
混
ぜ
て
じ
ん
だ
を
つ
く
る
。

④

じ
ん
だ
に
な
す
、
人
参
を
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

材
料

(4
人
分
)

枝
豆

0

・
:
カ
ッ
プ
レ
2

な
す
・

:
4伺

人

参

。

:
川w
g

調
味
料
(
ア
)

氷

:

大

さ

じ

2

砂
粕
:
・
・
小
さ
じ
l

蹄
由
泊
。
:
小
さ
じ
レ
コ

澗
・
:
:
小
さ
じ
i

調
味
料
(
イ
)

白
み
そ

ωg

砲

。

少

々

砂

糖

大

さ

じ

レ

コ

み
り
ん
大
さ
じ
レ
2

桝

i
・e
・
大
さ
じ
2

だ
し
汁
大
さ
じ
l
と
レ
コ
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(8) 

第13回全国都市緑化とやまフェア

彩りとやま緑化祭'96
平成 8 年 7月12冨→9~1 首

8パ7(土)オ
S
1
J
 

E
P
 

火
火怪

楽
し
い
シ
ョ

ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
毎
日
開
催
(
お
と
ぎ
の
森
公
園
会
場
)

県民広報紙

富山初登場、真っ赤なロンドンパス(2台)

を含むシャトルパスを毎日運行

古城公園←→高岡駅←→おとぎの森公園

-2亡;:itミi:了五五総の恨の

現代のおとぎの国 づ 2乃

花・縁・水と遊ぼうメルヘンワールド

高岡おとぎの森公園会場

-だきとろ習会つi
¥ r;;;;.-

と
メ
ル
ヘ
ン
の
r
f
j

一

tυ
才
ン

「
引
の
と
き
の
森
飴
巴

おとぎの森公園会場本部 ft0766(25) 9850 

ら野生生物
映
像
が
や
wっ
て
く
る

古城公園会場本部 ft0766(25) 9810 第13回全国都市緑化とやまフェア実行委員会

文化の祭典ヘ出かけよう!
この秋いよいよ開幕

「いのちとくらしーとやまマンダラ大絵巻」をテーマ
にいよいよ閉幕する国民文化祭とやま'9609月28日から
10日間にわたり県内一円に様々な分野の事業が展開され
ます。この秋、皆さんも文化の祭典へ出かけましょう 。

第11回国民文化祭とやま'96

世界野生生物フィルムツアーinとやま
自然、動物、 昆虫、植物、 魚など数々の貴重な映

像が、世界じゅうから富山に集結します。

私たちが日頃なかなか自にすることができないよ

うな世界の秘境や野生生物の営みを描いた映像フィ

ルムを通じて、大自然の驚異に触れてみませんか?

とや丸

※ 

〔日時・場所〕

8月9日(金)タ ワー 111

8月10日(土)・11日(日)

① タワー 11 1 

②福野町アミューホール(福野町寺家

新屋敷384-2)

8月24日(土).25日(日)

①小杉文化ホール“ラポール"(小杉町

戸破1500)

②吉田科学館(黒部市吉田574-1)

※時間は各会場とも午前10時~午後5時

ジャクソンホール ・ワイルドライフ・

フィルム・フェステイパル (アメリカ)

などの優秀作品10作品

〔同時開催 (タワー111のみ)J 
岩合光昭写真展・羽仁進映像トーク

ジヤノTン・ワイルドライフ ・フェステ

イパル実行委員会事務局

宮 0764-45 -5460 

事業名 ・会場 開催日時
入場整理券

内 n廿.，・ 応募先
応募締切り

開会式オープニン 9/28ω 8/5 富山の自然や暮らし、 全国各地 〒930
グフェステイパル 17・00 の民俗芸能な どを、富山のくすり 富山市舟橋北町
「くらしと文化が ~ 19 : 30 やさんの目を通して情感豊かに描 4 -19 
織りなす一富山マ きます。また、海外及び全国から 国民文化祭富山
ンダラ大絵巻-J 総勢800人の出演者が華麗なステー 県実行委員会

ジを繰り広げます。 「開会式J係
富山市芸術文化ホール 総合司会 ・渡辺徹黒田あゆみ
(オーバード・ホール) ゲスト ・早勢美里 梅津栄 ほか 合0764-44-2184

閉会式グランドフ 10/7伺) 8/15 異なる芸術文化・世代のジョイ 向上
イナーレ 18:00 ントステー ジや創作舞踊劇 「獅子 「閉会式」係
「新たな文化創造 ~20:30 の来た道Jなどを多数の県内及び
の予感J 香川県の文化団体で演 じ、富山で ft0764-44-2186 

広がった文化の輪を次期開催県の
富山市芸術文化ホール 香川県へ引き継ぎます。
(オーバードホール) 総合司会:松田輝雄 宮崎淑子

総合フェスティバルの概要(入場整理券必要)

(富山市牛島新町5-5)

往復ハガキに①希望事業名、 ②開催日、 ③会場、 @住所、 ⑤氏名、

⑥性別、 ⑦年齢、 ③電話番号を記入のうえ応募 (①~③は朱書き)

。入場整理券の応募方法

※総合フェスティパルのほかにもシンポジウム、オーケストラ、オペラ、ヤングミュージック、

舞踊、民謡、演劇、民俗芸能、邦楽、ファ ッションなどの事業については、入場整理券が必要

です。応募方法は共通ですが、締切日・応募先が事業によ って異なりますのでご注意ください。

〔上映作品〕

第11回国民文化祭富山県実行委員会事務局宮0764-44- 2183~6

B療とやま'96

問合せ

〔問合せ〕

県民広報紙[あいの風だよりjは、 年 2回発行。皆さ まのご意見、ご感想をお寄せ下さい。


